和解事項

１　被告は，原告又は利害関係人北河内合同労組（以下「利害関係人」という。）に対し、原告の被告の事業所での就労時、就労終了時における被告の対応を原因として、原告又は利害関係人が、本件訴訟、救済命令の申立て等をするに至り、苦痛を被ったことについて，遺憾の意を表する。
２　被告は，原告に対し，本件解決金として、300万円の支払義務があることを認め、同金員を、平成20年12月26日限り、原告又は原告代理人弁護士が指定する預貯金口座に振り込む方法で支払う。
３　原告と利害関係人は、被告に対し、本和解の成立をもって、大阪府労働委員会が不当労働行為救済命令申立事件（大阪府労委平成18年（不）第71号）について平成20年10月10日付けでした命令について、被告がこれを履行したことを確認する。

　　利害関係人は、被告に対し、同命令の履行を求めないことを約する。

　　被告は利害関係人に対し、中央労働委員会に対して行った同事件の再審査申立てを取り下げることとする。
４　原告は，その余の請求をいずれも放棄する。
５　原告、利害関係人と被告は、原告、利害関係人と被告との間で、この和解条項に定めるほか、何らの債権債務がないことを確認する。
６　訴訟費用及び和解費用は、各自の負担とする。
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